
 
 

８
月
６
日
広
島
、

９
日
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ

た
。
広
島
の
人
口

３
５
万
人
の
う

   （１） 
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   ２０２１年８月 1日（日） 第１０８号 

ち
１
４
万
人
、
長
崎
で
は
少
な

く
て
も
７
万
４
０
０
０
人
が
亡

く
な
っ
た
と
い
う
▼
２
０
１
７

年
７
月
７
日
、「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
が
国
連
で
採
択
さ
れ
、
今

年
の
１
月
２
２
日
に
発
効
さ
れ

た
。「
核
の
保
有
・
使
用
な
ど
、

全
面
的
に
禁
止
す
る
」
こ
の
条

約
に
は
、
署
名
国
８
６
か
国
、

批
准
国
は
５
４
か
国
と
な
っ
て

い
る
▼
残
念
な
が
ら
発
効
は
し

た
が
、
核
兵
器
は
減
少
し
て
い

な
い
。
こ
の
条
約
が
採
択
さ
れ

る
ま
で
、
核
保
有
国
か
ら
の
執

拗
な
圧
力
で
ブ
レ
ー
キ
が
か
け

ら
れ
た
▼
日
本
は
、
世
界
で
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
、

核
保
有
国
と
同
調
し
て
条
約
に

署
名
は
し
た
が
、
未
だ
に
批
准

は
し
て
い
な
い
。
諸
外
国
か
ら

は
、「
核
兵
器
反
対
と
い
う
立
場

を
明
確
に
示
す
べ
き
だ
」
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
▼
核
兵
器
や

核
戦
争
を
望
ん
で
い
る
人
は
い

な
い
。
危
険
性
を
深
く
認
識
し

て
お
ら
ず
、「
無
関
心
」
が
最
も

問
題
だ
と
思
う
。
コ
ロ
ナ
過
で

の
２
度
目
の
夏
。
閉
塞
感
が
漂

う
暑
い
日
が
続
く
。 

 

（
Ｍ
） 

 

➀
他
労
組
と
同
様
の
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
。
→
ル
ー
ル
に
基

づ
き
対
応
す
る
。 

 

他
労
組
で
は
提
示
し
て
い
る

の
に
、
私
た
ち
に
提
示
し
な
い

の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

支
社
窓
口
で
も
他
労
組
か
ら
の

情
報
を
示
し
、
情
報
提
供
を
行

う
よ
う
抗
議
し
て
い
ま
す
。
会

社
と
の
信
頼
関
係
で
最
も
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
各

支
部
で
職
員
周
知
前
に
意
思
疎

通
の
場
を
設
け
る
よ
う
求
め
て

い
き
ま
す
。 

➁
非
正
規
社
員
の
雇
止
め
を
し

な
い
こ
と
。
→
関
係
規
定
に
基

づ
き
対
応
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
く 

 

会
社
側
は
「
誠
意
あ
る
対

話
」
を
行
う
と
言
っ
て
い
る
の

で
実
行
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
各

支
部
で
問
題
が
あ
り
次
第
、
対

応
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

➂
各
局
所
の
深
夜
帯
の
曜
日

別
の
配
置
数
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。
→
要
求
に
は
応
じ
ら

れ
な
い 

➃
曜
日
別
要
員
配
置
計
画
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
→
要
求
に
は

応
じ
ら
れ
な
い 

⑤
期
間
雇
用
社
員
数
を
明
ら
か 

に
す
る
こ
と
。
予
定
局
を
明
ら 

か
に
す
る
こ
と
。
→
要
求
に
は 

応
じ
ら
れ
な
い 

 

 

「
土
曜
休
配
お
よ
び
翌
日
配
達
見
直
し
に
つ
い
て
の
要
求
書
」
の
回

答
が
６
月
１
４
日
に
あ
り
ま
し
た
。
回
答
は
す
べ
て
「
応
じ
ら
れ
な

い
」
等
、
論
外
の
も
の
で
す
。
今
回
の
要
求
は
本
部
も
含
め
て
、
全

地
本
の
先
行
と
し
て
東
京
地
本
が
提
出
し
た
も
の
で
す
。
銀
座
・
新

東
京
両
支
部
が
す
で
に
要
求
書
を
提
出
し
、
回
答
を
出
さ
せ
て
い
ま

す
。 

 
 

 

東
京
で
は
こ
の
回
答
を
受
け
て
、
東
京
支
社
と
交
渉
を
７
月
２
９

日
に
行
い
ま
す
。
項
目
ご
と
に
東
京
地
本
と
し
て
の
考
え
方
を
示
し

ま
す
。
な
お
、
意
見
等
は
東
京
地
本
で
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
第
２
弾
の
要
求
書
も
検

討
中
） 

 

告  示 

 郵政産業労働者ユニオン東京地方本部規約第

２３条により、第１０回東京地方本部定期大会

を下記のとおり開催するので告示します。 

          記 

１、日 時  ２０２１年８月２６日（木） 

           １２時３０分開会 

２、会 場  東部区民事務所 

       豊島区北大塚１－５－１０ 

        TEL ０３－３９１５－２３３４ 

３、議 題  ①２０２１年度運動方針（案） 

      ②２０２１年度財政方針（案） 

      ③その他 

                以 上 

                    ２０２１年７月１５日 

   郵政産業労働者ユニオン東京地方本部 

                      委員長 田中  孝史 

 

こ
の
三
点
に
つ
い
て
は
交
渉

の
場
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま

す
。
会
社
側
は
「
ま
だ
準
備
段

階
な
の
で
詳
し
い
数
は
出
せ
な

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、

会
社
の
現
段
階
に
お
け
る
計
画

に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
せ
て
い

き
ま
す
。 

 

【
２
面
に
続
く
】 

 

公  示 

郵政産業労働者ユニオン東京地本

規約第 33 条に基づき下記の通り

2021 年度東京地本役員選挙を公

示します。 

記 

１、選挙の種類 

委員長   １名 

副委員長  ２名 

書記長   １名 

執行委員  ６名 

会計監査  １名 

 

２、立候補の受付 

受付開始 2021 年 8 月 1 日 12 時 

受付締切 2021 年 8月 26日 15時 

 

 

 

要求書作成に向け議論を重ねる 



 
 

  

【
１
面
か
ら
続
く
】 

⑥
同
じ
条
件
で
働
け
る
よ
う
配 

意
す
る
こ
と
→
権
限
外
事
項
で 

あ
る
。 

 

丁
寧
な
説
明
と
言
う
が
、
こ 

の
回
答
で
は
納
得
い
か
な
い
。 

支
社
管
内
で
深
夜
の
勤
務
を
し 

て
い
る
社
員
が
何
人
い
て
そ
の 

対
象
者
が
何
人
な
の
か
。
そ
の 

う
ち
ど
れ
だ
け
深
夜
帯
の
勤
務 

に
残
せ
る
の
か
。
残
そ
う
と
し 

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
さ
せ 

ま
す
。 

⑦
ス
キ
ル
の
引
き
下
げ
は
行
わ 

な
い
こ
と
。 

６
月
２
４
日
付
け
の
「
郵
便

制
度
改
正
に
伴
い
職
務
内
容
が

変
更
と
な
っ
た
時
給
制
契
約
社

員
の
基
本
賃
金
の
取
扱
い
」
で
、

職
務
変
更
さ
れ
る
前
の
基
職
務

変
更
さ
れ
る
前
の
基
本
賃
金
を

保
障
す
る
。
２
０
２
２
年
１
月

又
は
２
月
に
リ
ソ
ー
ス
シ
フ
ト

と
な
っ
た
場
合
は
、
２
０
２
２

年
９
月
ま
で
特
に
保
障
す
る
と

提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
集
配
の
組
立
を
前
日

の
午
後
行
う
地
域
も
、
全
国
的

に
は
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
以

前
、
東
京
で
も
行
い
ま
し
た
が

す
ぐ
に
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
東
京
管
内
で
行
う
の
か
追

究
し
て
い
き
ま
す
。 

  
 
 
 

 

 

（２） 

２０２１年 ８月 1 日（日） 

年  月 日（ ） 第  号 

    

 

当
面
の
行
動
日
程 

８
月
５
日 

労
契
法
２
０
条 

 
 
 
 
 
 
 
 

追
加
訴
訟 

 

１
９
日 

第
１
３
回 

地
本
執
行
委
員
会 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

総
が
か
り
国
会
議

員
会
館
前
１
９
日

行
動 

 

２
１
日 

第
４
回
郵
政 

 
 
 

 
 

サ
ー
ビ
ス
見
直
し 

対
策
会
議 

 

２
６
日 

第
１
０
回 

 
 
 
 

 
 
 
 

地
本
大
会 

９
月
３
０
日 

郵
政
２
０
条 

裁
判
集
団
訴
訟

裁
判 

 
 

 

  
 

 

■区分機稼働計画の変更 

区分機稼働計画の変更等に伴い曜日別要員配置の見直しがな

されます。土曜日休配に伴い、土曜日配達分の 2パス処理を行わ

ないので、金曜日深夜から土曜日の早出の 1 パス、2 パス処理要

員は不要としています。また、月曜日配達分の 1パス、２パス処

理は、日曜日の昼間帯までに実施するため、日曜日深夜から月曜

日早出の１パス、２パス処理要員が不要としています。 

 

 

 

 

 

 

 

■曜日別要員配置の見直し 

外務に関しては「曜日別要員配置」の見直しが必要となります。

その際、外務要員配置計画は第一段階・第二段階と分けず（大幅

な物数変動はないと判断している）に第二段階を想定した要員配

置を行うとしています。  

外務曜日別要員配置は２点について見直しを必要としていま

す。１点目は、月曜日と火曜日の通配担務の増配置です。目安と

して月曜日は１～２名程度とし、火曜日は 0～１名程度としてい

ます。２点目が土曜日の混合担務の増配置です。休日に配達滞留

が発生している局では、日曜日も完配できる配置となるように検

討しています。土曜日には、当日引き受け当日配達となる日刊紙

対応も含まれています。 

月曜日の業務運行対策として、①要員の増配置②過積載の防止

➂車両の確保➃端末等の必要数の把握をあげています。物数増に

よる過積載防止のため、「前送保管所」の設置を検討しています。

この場合、混合担当者等と時間・場所の調整を行い、郵便物を受

け渡す方法と前送保管場所を設置する方法などを考えています。 

 

■翌日配達を廃止 

来年 1月以降、普通扱いとする郵便物およびゆうメールの送達

日数を繰り下げて、翌日配達を廃止します。深夜・早朝帯にして

いる処理（１パス・２パス）作業を昼間帯に移行します。現在、

金曜日と土曜日に配達している分については月曜日に配達とな

り（月曜日に配達する郵便物は、木曜日と金曜日の引受分）、現

在、月曜日に配達されている分は火曜日に配達となります（火曜

日に配達する郵便物は、土曜日と日曜日に引受分）。日曜日と金

曜日の２パス処理が不要となります。そして、前日に概ねの業務

量が分かることになります。 

 

 

 

第２回 

 

 

東京都の最低賃金 

１０４１円に  

１０月１日以降 

 

７
月
２
１
日
、
東
京
地
方
最

低
賃
金
員
議
会
が
東
京
労
働

局
長
に
２
０
２
１
年
１
０
月

以
降
の
東
京
都
の
最
低
賃
金

を
２
８
円
引
き
上
げ
て
、
時
給

１
０
４
１
円
に
改
定
す
る
よ

う
答
申
し
ま
し
た
。
現
行
１
０

１
３
円
か
ら
２
８
円
の
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
中
央
最
低
賃
金
審

査
会
が
２
８
円
の
引
き
上
げ

額 

 

の
目
安
を
厚
生
労
働
大
臣
に
答

申
に
答
申
し
た
の
を
受
け
た
も

の
。 

 

し
か
し
、
最
低
限
度
の
生
活

水
準
を
確
保
す
る
に
は
、
ま
だ

不
十
分
で
す
。 

地
域
ご
と
の
格
差
も
埋
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

 

引
き
続
き
、「
全
国
一
律
１
５

０
０
円
以
上
」
を
求
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 


